
　元町商店街連合会は、2020年3月以降、
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、すべての商店街内で行うイベントを中止
してきた。連合会の役員の皆さんは、この2
年間、丁寧な議論の積み重ねで慎重なる判
断をされてきただけに、2022年度のイベン
ト開催はどうご判断されるのかと大いに注
目していたところ、先陣を切って4月20日に
元町１番街商店街で水曜市が復活した。
　これは、今夏の元町夜市の開催にも追い
風ではと思っていたところで、5月10日には
10月1日～9日にもとまちミュージックウィー
クの開催決定の知らせが続いて飛び込んで
きた。発表内容は「コロナ感染防止の為の
開催方法など、様々な協議が必要となり、
例年通りの日程で進めることが出来ず、10
月8日・9日のホールコンサート・ストリートコ
ンサート出演者の一般募集はしない」とい
うものだったため、熟考の末の英断であった
と思われる。夜市と並ぶ定着したまちの音
楽イベントの歩みを再開させることに重きを
置かれての開催決定は、「元町らしさ」を取
り戻し、「新たな元町」を示していこうという
実行委員会の皆さんの思いの表れだと受け
取った。
　ここまでくれば、いやおうなしに元町夜市
の開催への期待感は高まる。6月下旬になる
と、1週間当たりの新規感染者数が前の週
を上回る増加傾向に転じる都道府県が出
始め、さあどういった判断をされるだろうか
と思っていたところ、7月5日にウィズ・コロナ
のスタンスで3年振りの元町夜市開催の朗
報が届いたのであった。
　6月某日、ハーバーロードワーキングの後
に小生の52歳の誕生日を祝ってくれた仲間
の一人が、今年の夜市はモトロクで厚焼き
たまごのホットサンド販売をやりたい！って
話で盛り上がった。また同じくハーバーロー
ドワーキングの仲間の設計事務所スタッフ

も、自分たちらしい屋台を出そう
と相談しているとのこと。さらに
さらにこの会食時に、新たな
サークル活動をスタートさせよう
という話まで決まった。集った
仲間それぞれに、どっぷり「わが
まち元町商店街」に浸かってい
ることを実感した日であった。
　この2年間の間、いろんなこと
が止まってしまっていたかのよ
うに見えるが、実は実は、元町商
店街を自分たちのフィールドにし
ている新たな若い仲間が、代々

の商売を受け継いできた若手の店主たちと
の強いつながりと信頼関係によって、完全
にまちの一員になっている様が何とも嬉し
く誇らしい。小生もコンサルという立場と一
地元民という立場とを共存させながら、まち
のあり方を一緒に考え実践する、これこそ
まちづくりの醍醐味やなあと思いながら、い
よいよ7月26日を迎えたのであった。
　なんとなく、元町夜市って何きっかけで
生まれた恒例行事なんやろうか？というのを
ネットで検索してみたら、タイムリーな記事
が掲載されているサイトがドンピシャで出て
きたので、少々驚いた。月間神戸っ子2022
年7月号の「商店街がひとつになって40年。 
毎年開催してきた「元町夜市」 7月26日
（火）、コロナ後初の第39回開催予定
（https://kobecco.hpg.co.jp/70641/）」と
いう記事であった。リード文にはこんなこと
が書かれていた。――（前略）「40年前、どん
な経緯で始まったのだろう？」。次の時代を
担う若手たちからそんな疑問が上がり、当
時をよく知る先輩方に集まっていただき、夜
市のこと、昔の元町、これからの元町のこと
などお話をお聞きすることになりました――
　吸い込まれるように、書かれている座談
会の発言を読み進めると、まさに知りたかっ
たことが綴られていた。
　元町4丁目の青年部が数人集まり、お酒
とつまみで夜市ごっこをやっていたところ、
「元町を活性化しないといかん」という話が
出て、ならば「ちゃんとした祭りにしたらどう
か？」という声があがったことが最初のきっ
かけ。その後、店主とその家族、従業員の親
睦の場として、飲んだり食べたりするかたち
から始まり、やがて大丸も巻き込んで5万部
のチラシを刷って本格始動したのが、1982
年、第1回の元町夜市だったとのこと。食べ
物を手作りし、提供する側同士やお客様と

の親睦を第一に利益度外視で開催を重
ね、徐々に人出も多くなってきて、まちの象
徴的なイベントまで発展した歴史の裏に
は、利益優先に走る人も出てきて不協和音
が生じた時期もあったそう。
　――規模をこれ以上大きくする必要はな
い。「親睦が目的」という原点をもう一度思
い出しつつ「お客さま第一」を付け加えて
「元町らしさ」を打ち出して続けていってほ
しい――　先輩諸氏の元町夜市のこれか
らに対する思いと、まちの若い担い手が元
町夜市にかける思いを胸に、夕刻、１番街
からこの日を心待ちにしていた人波の中へ
と足を進めていった。
　周辺で勤めておられる仕事帰り層が5
割、夏休みに入り本格的な夏祭りを楽しみ
に来たお子さん連れの周辺居住ファミリー
層が5割、ざっと見てこんな来場者分析が
できたが、想像以上に周囲に住んでおられ
る方々の来場が多い印象だった。コロナ前
から子ども向けの縁日ブースは大人気では
あったが、今年の人だかりたるや、凄いの一
言。日頃お世話になっているまちの方々や
仕事仲間、まちの仲間にたくさん声を掛け
ていただきながら、3年振りの熱量の高い
アーケードを歩くのは何とも心地よかった。
6丁目では一緒にサークル活動を始めた仲
間たちが、活き活きと自信作でお客さまをも
てなしていて、また嬉しくなって。まさに元
町夜市が次のステージに歩みを進めた瞬間
に立ち会った気分だった。
　コロナ直前に商店街内に2号店をオープ
ンさせた料理人でもある若いオーナーと2
週間ほど前に話したとき、やっと元町夜市
に出られるのが楽しみで本店休みにして当
日頑張りますと意気込んでおられた。お店
の前に行くと宣言通り、渾身のメニューと笑
顔でお客様をもてなす若いスタッフたち。親
睦が目的で始まった夜市は、今年も間違い
なくその目的をそれぞれの参加者が体感で
きたのではないだろうか。本当に開催でき
てよかった。
　午後10時過ぎ、もう8割ほど片付けが終
わっていた宴の後の商店街を東へ歩きなが
ら、ちょうど最後の機材をしまおうとしてい
た先のオーナーに声を掛けた。はじめての
夜市どうやった？「元町夜市、すげー！って
思いました。」何とも言えない充実感を伴っ
た言葉を聞いて、先輩方、安心してくださ
い、ちゃんと思いは引き継がれていきますよ
と心に笑みを浮かべて家路についた。

世代をつなぎ志を受け継ぐ元町夜市の復活劇
合資会社ゼンクリエイト 根津  昌彦
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編　集　後　記

８月  ６日（土）～８月２６日（金）
　『島守の塔』
８月１３日（土）～８月１９日（金）
　「SILENT FILM LIVE #17」
　『さよなら、バンドアパート』
８月１３日（土）～８月２６日（金）
　『キングメーカー 大統領を作った男』
８月２０日（土）～８月２６日（金）
　『超伝合体ゴッドヒコザ』
８月２０日（土）～９月　２日（金）
　特集「オキナワンダーランド 
　　　　　　～映画で発見する沖縄」
８月２７日（土）～９月　２日（金）
　『距ててて』
８月２７日（土）～９月　９日（金）
　『スープとイデオロギー』
【予定は変更になる場合がございます。】

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料） ℡３６１－４５２３

８月１８日（木）～８月２３日（火）
　沖縄・金城信吉と建築 神戸展（展示は１９日から）
８月２５日（木）～８月３０日（火）
　第３６回鈴蘭台洋画クラブ作品展

◇元町映画館（有料） ℡３６６－２６３６

７月３０日（土）～８月　５日（金）
　「夏休みの映画館2022」
７月３０日（土）～８月１２日（金）『辻占恋慕』
８月  ６日（土）～８月１２日（金）
　『ゆめパのじかん』・『犬ころたちの唄』
８月  ６日（土）～８月１９日（金）『逆光』

　上記展覧会鑑賞ご希望の方は、ハガキに展覧会名・住所・氏名・年齢明
記の上、編集部まで。先着順で２名の方にペア招待券をお送りします。

　栄町通まちづくり委員会は、７月８日（金）10時か
ら10時30分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾いと不法
ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不法駐輪警告チ
ラシ取り付け作業など、栄町通クリーン大作戦を実
施した。参加者は、（元栄海三丁目協和会）奈良山喬
一、（㈱イーエスプランニング）高木花菜、（石倉デザ
イン）石倉伸吾、（神戸市）西尾俊広、（こうべまちづく
り会館）木原正剛、（佐野運輸㈱）北島幸宏・末松
明、（神明倉庫㈱）藤尾憲弘・大西登紀子、（神明ホー
ルディングス）田中美津恵、（大一産業㈱）宗實和弘、
（兵庫県信用組合）日吉薫・石井貴久・井上博仁、（三
鈴マシナリー㈱）田中梨沙、（みなと元町応援隊）石
谷和彦、（新光明飾㈱）中川俊・西村友博・大森貴美
子、（佐田野不動産㈱）佐田野宏之以上、20名のみ
なさんでした。毎月第２金曜日午前10時、栄町通６丁
目佐田野不動産前集合の上、実施しています。お気
軽にご参加く
ださい。
（＊8月は2週
目がお盆期間
中ですので、
19日に実施い
たします。）

□読者プレゼント
◎特別展 ドレスデン国立古典絵画館所蔵  
　フェルメールと17世紀オランダ絵画展
　大規模な、修復プロジェクトによって
キューピッドの画中画が現れ、フェルメー
ルが描いた当初の姿となった≪窓辺で手
紙を読む女≫を、所蔵館であるドレスデ
ン国立古典絵画館でのお披露目に次い
で公開します。
会場：大阪市立美術館
期間：７月１６日（土）～９月２５日（日）

■貸切バス乗降場整備
　ＪＲ元町駅前中央幹線道路上
に貸切バス乗降場を設けたのを受
け、神戸市は道路上に標識を設け
たほか稼働時間の８時～１６時ま
で監視員も配置、円滑な運営をは
かることになった。

■元ぶら観光あるき
　神戸学院大学附属中学
校１年生のみなさんが６月
１６日と２３日（木）、元ぶ
ら観光あるきを行った。商
店街側では、日頃、案内を
して頂いている藤井さち
子さんと、最近、元町５丁
目に拠点を構えられた街に詳しい潮﨑孝代さんの二人に案内を
依頼、背中合わせに立地する走水神社なども含め幅広く元町地
域を案内した。

■社会を明るくする運動
　恒例の社会を明るくする
運動のパレードが７月３日
（日）、元町商店街を会場に
開催された。きらら広場に
集合した参加者は、出発に
さきだち商店街入り口にあ
る広場で出発式を行い、元
町商店街連合会・畑会長引率の元、横断幕を先頭に消防音楽隊
の心地よい演奏を奏でながら１丁目までパレードした。

　もとまちハーバー懇談会では７月６日（水）正午１２時、地域一帯
のクリーン作戦を実施した。参加者は、奈良山会長をはじめエスタ
シオン・デ・神戸、あいあいネット神戸・ホテルJURAKU・JR西日本
（写真右）のほか、ネッツトヨタ兵庫㈱（写真左）のみなさんでした。

■もとまちハーバークリーン作戦

　元町商店街女性部を
母体として結成された
「元町シスターズ」は6月１
８日（土）、兵庫県民会館
ホールで、六甲アイランド
高校弦楽部発表会に参
加、トトロ・君を乗せて・
さんぽの３曲を披露した。

■県民会館ホール
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平野義昌

　1898（明治31）年、光村利藻は活動写真撮
影機と同時にＸ線装置一式も買った。小西屋六
兵衛店（以下、小西六）は日本初輸入品ゆえ利
藻に売り込んだ。なぜ医療機器まで買うのか、
と思う。お金持ちの大らかさだが、これが世の
役に立つ。99（明治32）年、兵庫県立神戸病院
がＸ線装置貸し出しを願った。外傷なく痛みを
訴える患者の骨折箇所を発見、治療できた。同
年海軍省から無線電信実験のためＸ線用コイ
ル貸与の依頼があった。アメリカに注文してい
るのでその到着まで。利藻は海軍ファンだから
勿論承知した。実験の成果が1905（明治38）年
5月27日「日本海海戦」開始の遠距離通信「天
気晴朗ナレドモ波高シ」である。
　同じく1898年、利藻は大阪荒木商店から蓄
音機も購入した。名称通り音を蓄え（録音）、再
生する機械。ラッパから音声を吹き込むと針が
振動して蝋管に波状の溝を作り録音、この溝に
再生用の針をあてると音が出る。従来は手回し
式だったが、新式ゼンマイ仕掛けである。芸人
や軍楽隊の演奏を録音。さらに蓄音機を持って
上京。小西六の紹介で長唄の名手、そこから清
元、常磐津、義太夫の一流奏者につながる。歌
舞伎役者には台詞を吹き込んでもらった。清元
と常盤津、長唄と義太夫の掛け合いなどジャン
ルを超えた共演もあった。すべて自分のためだ
けの録音である。多人数の演奏を録音するため
にラッパの数を増やすなど改造し、大型機器を
特注した。運搬費用がかかり、途中壊れること
もある。蝋にカビ発生の心配もあり、維持費も
いる。
〈とにかく売るつもりではないのであるから、採
算などを考える必要はない。金にあかしてやる
のであるから、どんなことでも出来たわけであ
る。〉註1
　川崎造船所副社長・川崎芳太郎が自邸に女
性皇族を迎えた時、利藻自ら出向いて自慢の録
音を披露している。
　以上の機器について『利藻伝』は値段を記載
していない。私には見当も比較する物品も思い
つかない。1903（明治36）年にレコードが発売
され、再生のみの蓄音機が登場。これが50～
60円。註2
　映画撮影も録音も趣味以上の意味があった。
〈……贔屓にしている芸人の名人芸を記録とし
て残しておきたいがためである。利藻は大金持
ちのパトロンとして芸人たちに接しているうちに、
その「時間芸術」をなんとかそのままのかたちで
保存したいと考え、映画撮影機や蓄音機に手を
出したのである。〉註33

　居留地にアメリカ製自転車が並び始めたのも
1898年頃のこと。値段は200～250円（註4）。川
崎芳太郎、写真家・市田左右太らと自転車同好
会「神戸双輪会」を結成、利藻が会長になった。
居留地の運動場で競争会を開催し、京都、大阪、
奈良へ遠乗りした。
〈陽春の候など春風に頬を吹かせて、田舎道を
ベルの音も軽くドライブする乗心地も捨てたも
のにてはなかりしが、実用向となりて何時しか
中止となる。〉註1
　利藻の書画・骨董蒐集も範囲が広い。刀剣と
甲冑は1897（明治30）年の長男初節句に始まる。
伊庭後見人の紹介で蒐集家から名品を譲り受
け、多くの刀剣商や愛好家と交流し、指導者と
仰いだ。名工に作刀を依頼し、自分の名を刻ま
せた。1901（明治34）年頃から07（明治40）年、

神戸本邸で展覧会や鑑定会を開いていた（写
真）。茶席を設け、芸妓が接待し、音曲師匠たち
が演奏した。指導者が鑑識眼を高めるよう努力
を、と苦言を呈したことがある。贋作を売りつけ
られていた。
　刀装具の鍔や小柄も蒐集し、伝統的彫金技
術保存のため名工に古来の名作を多数模作さ
せた。識者がこの活動を賞賛し、利藻を金工と
刀剣各協会の特別会員に推挙した。映画・録音
と同じ理由で、自分の所蔵品に加え蒐集家の
名品を写真集にまとめている。
　刀剣類の価値も想像つかない。1908（明治
41）年、利藻は事業資金調達のため骨董商に2
千余振りを担保に入れた。返済期限が切れて
実業家・根津嘉一郎（1860～1940年）が安値
で引き取った。32（昭和6）年満洲事変により刀
剣価格が暴騰、根津は二流品や新刀のみを競
売に出し、数百万円を売り上げた。利藻の名品
は今も根津美術館に収蔵されている。
　利藻が絵画に関心を持ったのは写真撮影の
構図の参考にするため。利藻は日本画家・西郷
孤月の弟と親しかった。孤月は東京美術学校
（東京藝術大学の前身）校長・岡倉覚三（天心）
門下。その縁から橋本雅邦、横山大観、下村観
山らと親交（補註1）。彼らは神戸本邸に逗留し、
制作した。京都画壇では竹内栖鳳を蒐集し、交
際は利藻没落後も変わることなく、栖鳳死去
（1915・昭和19年）まで続いた。
　幼少時から父親に連れられ歌舞伎、新派、文
楽、歌舞音曲を観賞し、俳優・師匠たちとも交遊。
自らも三味線を習った。　
　同じく相撲も観戦。当時東京と大阪の相撲協
会は別組織（1927・昭和2年合併）。妻（水戸徳
川家）の縁から、東京相撲では水戸出身の常陸
山を後援した。1903（明治36）年常陸山が横綱
に昇進すると、祝いに鞘巻金蒔絵の太刀を贈っ
た。常陸山が大阪巡業時、土俵入りの太刀を毎
日替えたい、と言うのでコレクションを貸し出し
た。その常陸山が大阪の若手・大木戸（のち横
綱）をスカウトする。利藻は大阪協会の要請を
受け常陸山を説得、断念させた。行司・木村正
直には栖鳳の絵入り軍扇を誂えて贈っている。
相撲の魅力を、立会の気合と贔屓力士の評判
を聴く時の高揚感、と語っている。
　花柳界での豪遊は18、9歳から始まる。父親
以来の馴染みがある大阪南地・北新地をメイン
に、京都の祇園・島原もテリトリー。1901年（22
歳）南地の芸妓・豆千代――本名草田正（しょ
う）16歳――を1万円で身受けし、北浜に別邸
を建て住まわせた。後年利藻の事業が苦境に
陥った時、ゴシップ新聞が「香水風呂」「牛乳風
呂」などと彼女の贅沢ぶりを書き立てた。実際
はタオルに香水、洗面に牛乳少々、だった。彼女
は芸妓に復帰し、その支度金を利藻に提供して
いる。
　利藻遊蕩のエピソード。
（1）1901か02年頃のこと。東京から神戸に戻る
際、新橋で音曲師匠・芸妓たちと別れの酒宴。
師匠らが汽車に同乗して箱根で一泊。旅館の庭
で演奏し、他の客も拍手喝采。後から新橋の芸
妓連も追って来て、また宴会。
（2）02か03年頃大阪の料亭「灘万」で友人たち
と忘年会を開催、余興に素人芝居。来演中の一
流役者たちが演技指導。豆千代他芸妓たちが
良い役につき、役者の事務方が脇を固めた。音
曲師匠たちも駆けつけた。
（3）「海軍の戦闘演習」宴会。これは『利藻伝』に

は記載がない。寝台列車一両貸し切り、数十人
で箱根に繰り出した。旅館の大広間に豆腐を
敷き詰め、小田原と横浜から呼んだ芸妓たちに
歌わせ、素足で踏ませ、徳利を植えさせ、田植え
と称した。註5
　利藻は芸術家、俳優、芸人、力士、職人、芸妓
らに対し、ことあるごとに贈り物をし、祝宴を開
き、祝儀を奮発する。
　同時代に造り酒屋の八代目・鹿島清兵衛（か
じま、本名政之助、1866～1924年）がいる。帝
大の外国人教授に写真技術を学び、写真館を
開業。市川團十郎「暫（しばらく）」撮影、富士山
大型写真を宮内省に献上、陸軍の依頼を受け
英照皇太后（孝明天皇妃）大喪撮影。花柳界で
は「今紀文」（紀伊国屋文左衛門）と呼ばれ、豪
遊ぶりは落語「鹿島大尽栄華噺」になった。ビー
ルのポスターに起用した新橋の半玉・ぽん太
（恵津子）を身受け。学者、文士、画家、芸人ら
100人余りを招待して百物語の会（怪談を披露
しあう食事会）を開催。森鷗外がこの会を小説
「百物語」にした。あまりの浪費に家族会議が廃
嫡決定、ぽん太が踊りと歌で生活を支えた（註
5、補註3）。能、笛を嗜み、芸術、芝居、音曲、写真
に、軍との関係、愛人の献身、利藻と似すぎてい
る。
　一体利藻はどれくらいの金を自由にしていた
のか、これについても『利藻伝』は明らかにして
いない。木村毅（きむら・き（補註2））は、慶應在
学中後見人が管理財産から月千円の小遣いを
渡していた、と書く。当然光村家から生活費他
多額のお金が出ていただろう。木村は、慶應中
退後（年月不明、遅くとも1898年）は月70円に
なり200円の写真機を買うために3ヵ月分貯え
た、とも書いている。これが生涯唯一の節約ら
しい。（註6）

註1　増尾利之『光村利藻伝』　光村原色版印刷所　
1964年
註2　Web「銀座十字屋創業の顛末Vol.4」
https://trial.ginzajujiya.com/parts/images/compa-
ny/pdf/part3.pdf
註3　鹿島茂『明治の革新者～ロマン的魂と商業』　ベス
トセラーズ　2018年
註4　週刊朝日編『値段史年表　明治・大正・昭和』　朝
日新聞社　1988年
註5　戸板康二『ぜいたく列伝』文藝春秋1992年
註6　木村毅『財界よもやま史話』筑土書房1957年　
補註1　1898年岡倉は校長を辞任、大観らと日本美術
院を結成。辞任理由は学校運営・教育方針の違いだが、
女性スキャンダルもあった。相手は九鬼隆一男爵の妻。
隆一は元三田藩士。藩主の親族・綾部藩九鬼家に養子入
り。維新後、文部省、宮内省を経て帝国博物館館長。美
術学校設立を支援し、岡倉とも親しかった。哲学者・九鬼
周造の父。
補註2　木村（1894～1979年）は岡山県出身、編集者、
作家、明治文化研究。春秋社で『トルストイ全集』、中里介
山『大菩薩峠』を、改造社で『現代日本文学全集』を編集。
著書に『小説研究十六講』（新潮社）。戦後東京都参与。
晩年松蔭女子学院大学教授。
補註3　作家・劇作家の長谷川時雨がぽん太を「貞節の
名高く」と称賛（『新編近代美人伝』岩波文庫、1985年）。
写真　刀剣会の一部。上掲［註1］より

光村弥兵衛・利藻（3）

海という名の本屋が消えた（105）
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